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言語的活動 と して 見る理科学習

終末指導 に おける指導方略
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1．は じめ に

　 学習指導要領の 改訂にお い て ， 各教科で言語

活動の 充実を図 るこ とが 明記 されて い る D 。そ

の 意図するとこ ろには，生徒たちの 思考力 ・判

断力 ・表現力を育成する ことにある 。

　 と こ ろで，ウィ トゲン シ ュ タイン
2 ）は 「思考

は有意味なる文の こ とで ある」 と述べ
， 思考 と

は文の構成で あるとして い る。また，遠西
3 ）は，

理科の授業を「科学の こ とば とその 使い 方を学
ぶ」 もの と して捉 えて い る 。 したが っ て ，

“

科

学的な思考
”

とは ， 理科の こ とばを使 い有意味

な文を作るこ とで あり，

“

理科の 授業
”

は理科

の こ とば を使 い ，生 徒の頭の 中や外界に 文を生

成する言語的活動で あると言え る 。

　また，東井義雄
4 ）

は ， 授業で の終末に つ い て

「ほん とうの 『終末』 とい うの は ，

・・略 ・・

その 時間の仕事を完全 に血 肉化す る とい うこ

とだ」と述べ
， 終末指導の 重要性を挙げて い る。

　以上 の こ とか ら本研究で は，理科学習 を理科
の こ とばを用い る言語的な活動 として捉 え ， 特
に小単元 の

“

まとめ の 活動
”

での言語活動の 充

実を図 る授業実践を行 っ て い る。

2 ．研究およ び実践の 概要

（1 ）実践対象

　　　愛知教育大学附属高校 1年生　40 名

　　　　 （男子生徒 15人，女子生徒 25人 ）

（2 ）実践時期

　　　2013 年 6月

（3 ）実践小単元

　　 「イオ ン 」「イオン結合」

（4 ）実践方略

　各授業の終わ りに，生徒は本時の 目標か ら抽

出 したキーワー ドで文章を作 っ て い る。それら

の 文章か ら教師が コ ン セ プ トマ ッ プ 5 〕
を作 っ

た。小単元の まとめ と して，その コ ン セ プ トマ

ッ プを見なが ら学 んだ こ とを文章 に して もら

っ た。時間の 関係上 ， これは宿題 に してい る。

（5 ）調査方法

　　　 質問紙法 （選択肢 ・自由記述）

3結 果と考察

　 「イオン 」 の 学習後 ，
コ ン セ プ トマ ッ プを文

章にするこ とに対 して，「あなたに と っ て 学習

に役立 っ か ど うか 」 を聞 い たとこ ろ，77％ （30

人）の 生徒が肯定的に と らえてい た 。 学習内容

を文章化するこ とに，例えば，mO2 は 「理解が生

まれる」 ，
m13 は 「自分で 書 くと印象に残 り， 覚

えやすか っ た」 と述べ
， 内容の 理解 へ とつ なが

っ て い る こ とが分かる。さらに ，f26 は 「ちゃ

ん と脳 に書き込 まれた気が します」 と， 内容を

血肉化 させてい る と考えられる生徒 もいた。

4 お わ りに

　理 科の 授業を言語的な活動 と して とらえ，特

に
“
ま とめの 活動

”

に焦点化 し実践を行 っ た。

理 科の こ とばを使い 文章 を作 らせる こ とは ， 生

徒の 科学的な思考を促 すと共 に ， どんな こ とを

自分が学ん だの か をふ り返 り， それを血 肉化 さ

せ る こ とに有効で はない か と考 えられる。
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